
 

10月１５日（火）より、９年生から全校生徒対象をとした１日
4～５人の生徒を校長室に招いて、「校長先生と給食を食べる会」
（愛称：NOMU NOMU・ランチ）が始まりました。 
この会開催の目的は、 
①校長をより身近に感じ、学校への愛着を深める。 
②食事を通して、コミュニケーションを高める。 
③給食の食材や調理法について話し合い、食の大切さを学ぶ。 
④生徒会活動や学校行事への参加意欲を高め、学校生活をより豊
かにする（学校生活への満足度の向上）。 

最初は緊張していた生徒たちですが、職員室にも笑い声が聞こえ
るほど、和やかな時間となりました。また、生徒の皆さんも校長作
成のスライドから、みどりの南 
中学校の学校経営方針（グラン 
ドデザイン）や、中学生として 
身に付けるべきことなど、多く 
のことを学んでいました。 
まだ少人数の学校だからこそ 

できる企画だと思います。開かれ 
た校長室を示す楽しい会となりま 
した。 
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「自立」 自ら考え主体的に活動する生徒  
【めざす生徒像】      「探究」 夢や目標に向かって挑戦する生徒  

「共生」 あたたかく相手を認め、高め合う生徒 

 
令和６年度 翠輝学園 

つくば市立みどりの南中学校 

令和６年 10月 22日発行 

 

１０月２８日(月)（８：４５開会）、記念すべき「第 1回みど
りの南中学校体育祭」が開催されます。 
授業時間を確保しつつ、周囲への音にも配慮しながら、効率

的に練習を重ねてきています。お忙しい中とは存じますが、ぜ
ひ参観いただけると幸いです。当日のグラウンドへの入場は
8：15を予定しております。ご協力お願いいたします。                                                                                          
                               

                                
                                
                                
                                
                
                 

 

10月１５日(火)に、ひまわり空撮様のご協力のもと、開校記念行事
の一つとして、セスナ機による航空写真撮影とカメラマンによる集合写
真撮影を小中合同で行いました。グラウンドに引かれたラインをもと
に、空にむかって色画用紙を頭の上に掲げます。若干の風もある中しっ
かりと色画用紙を押さえ撮影をすることができました。また、集合写真
でもカメラマンの要求にこたえて、いい表情を見せていました。今後、
お写真の購入案内も出しますので、ぜひご検討お願いいたします。 

開校記念 航空写真撮影 

 
１０月１１日(金)に第 1 学期終業式を行いました。その中で

9 年生：    さんが、全校を代表して、立派に 1 学期の反
省と 2 学期の抱負を述べました。その抜粋を掲載します。 
「私は、今年できたこの学校に数少ない最高学年、そして受

験生として転校してきました。（中略）夏休みなど時間のある
時なら過去問に取り組んだり、７年生の内容を復習したりでき
ていました。しかし平日となると他のことに手が伸びてしまっ
たり、宿題をやるだけで済ませたりしてしまい、受験生として
の自覚が持てていませんでした。ただ勉強するだけでなく、行
きたい高校や、その先何がしたいかを考える必要があるのに、
そのうち決められるだろうと楽観的になっていました。 
そんな状況を変えるため、２学期の目標を立てました。まず

勉強に対して「高いゴール」を決めたことです。本気で頑張っ
てこれまでの最高点を超えるように努力したいです。次の目標
は「夢」を持つことです。今のうちからぼんやりとでも夢を持
っていれば、これからの学校生活を有意義に使えます。そのた
めに、趣味をないがしろにせず、自分が興味を持つことや将来
的にやってみたいことを見つけていきます。最後に精神面のこ
とで、「心を強く」持つようにしたいと思っています。自分は
焦って物事が手につかなくなったり、すぐにあきらめようとし
てしまったりする癖があります。 
なので、受験に向けて心を強く持 
つことも意識していきたいです。 
受験は、個人戦ではなく、団体 

戦という言葉をよく耳にします。 
今年の同級生は少ないけれども互 
いに高めあい、受験生として成長 
できるようにしていきたいです。」 

第１学期 終業式から 

「本気で生きる」～相田みつをさんの詩から～ 

第 1回 みどりの南中体育祭 

【本校の教育目標】 

「 自立・探究・共生 」 
 

校長先生と給食を食べる会 

中学校では、2色の色画用紙で校章を作成しました！ 

10月も半ばを過ぎ、体育祭が目前に迫ってきました。生徒たちは、それぞれの競技に向けて、

汗を流し、友情を深めながら練習に励んでいます。この経験を通して、改めて、皆さんが一つの目

標に向かって協力することの大切さ、そして、仲間との絆を深めることの素晴らしさを感じました。 

さて、今回は、私の大好きな詩の一つでもある相田みつをさんの詩「本気」（右：校長室にも掲示）

を紹介したいと思います。この詩には、どんなことでも一生懸命取り組むことの大切さが込められ

ています。体育祭に向けて練習している皆さんにも、この詩が少しでも励みになれば幸いです。 

体育祭は、勝ち負けだけでなく、これまでの練習の成果を発揮する場です。そして、仲間と力を

合わせ、一体感を味わう貴重な機会でもあります。時にはつらい練習もあるかもしれませんが、「本

気でやってみよう。」という気持ちで、最後まであきらめずに頑張ってください。 

保護者の皆様におかれましても、お子様の健闘ぶりに心よりの応援をお願いします。      校長 

 

南中だより第８号 


